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 イ ン フ ル エ ン ザ 流 行 発 生 警 報 発 令 ！ 

～過去１０年間で２番目の流行ピーク！！～ 

 

概要 

本市で実施している感染症発生動向調査では、毎週、５４施設のインフルエンザ定点医

療機関から患者の発生状況を報告いただいています。 

平成２４年第５週（集計期間：平成２４年１月３０日～平成２４年２月５日）の患者報

告数が流行発生警報基準値（定点当たり３０人）を超え、定点当たり４７．０７人となっ

たため、流行発生警報を発令します。 

現在、市内においてインフルエンザの大きな流行が発生していますので、予防の徹底を

お願いします。 

 

１ 本市におけるインフルエンザ流行状況 

  本市の今シーズンの感染症発生動向調査において、インフルエンザの定点当たり報告

数は平成２４年第３週から急増し、第４週に定点当たり２８．９６人となり流行発生注

意報基準値を超え、第５週に定点当たり４７．０７人と流行発生警報基準値を超えまし

た。 

過去１０年間において、最も大きな流行ピークは平成１６年度の定点当たり５０．８

３人（第７週）であり、今年度は現時点で２番目に大きな流行ピークとなっています。

このまま増加傾向が続いた場合、第６週（集計期間：平成２４年２月６日～平成２４年

２月１２日）は過去最大の流行ピークを形成する可能性があります。 

 

川崎市内におけるインフルエンザ患者報告数 

（平成２３年度インフルエンザ流行状況と過去４年間との比較） 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成２４年２月７日 
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２ 本市におけるインフルエンザウイルス検出状況 

感染症発生動向調査では、市内１６箇所の病原体定点医療機関から検体の提供をいた

だき、インフルエンザウイルスの検査を行い、流行しているインフルエンザウイルスの

型の把握を行っています。 

年明け以降、検体提供数は７１件であり、そのうち６３件からウイルスが検出され、

その内訳はＡ香港型が５２件と約８割を占めており、Ｂ型が９件、Ａ香港型及びＢ型の

混合が２件となっています。※第６週は２月７日午前結果判明分まで 

 

市内におけるインフルエンザウイルス検出状況（病原体サーベイランス） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

《問合せ先》 

川崎市健康福祉局健康安全室 

新型インフルエンザ・防疫対策担当 

電話 ０４４－２００－２４３２ 

内線 ３２９３１ 



 

 

 

 

川崎市内でインフルエンザが流行しています。 

インフルエンザに「かからない、うつさない」ために、正しい衛生習慣を身につけ

ましょう。 

 

≪≪ インフルエンザ予防のポイント ≫≫ 

 

 

○ ウイルスはどこについているかわかりません。外出したら、必ず手洗い・うがい

をしましょう。 

○ 洗っていない手で、目や鼻、口を触らないように習慣づけましょう。 

○ 洗った手は清潔なタオルやペーパータオルで拭きましょう。 

 

 

○ せきやくしゃみが出たら、 

・ 他の人にうつさないためにマスクを着用しましょう。 

・ マスクを持っていない場合は、他の人から顔をそらし、ティッシュなどで口と

鼻をおおいましょう。 

○ 鼻汁、痰などを含んだティッシュはすぐにゴミ箱にすてましょう。 

○ せきやくしゃみを手でおおったら、手を石鹸で丁寧に洗いましょう。 

 

 

○ インフルエンザにかかった場合の重症化を防ぐ効果が期待できます。接種から２～

３週間で効果が現れますので、まだ受けていない方はできるだけ早い接種をおすす

めします。 

 

 

○ 部屋は適切な湿度を保つようにしましょう。（湿度５０％～６０％程度） 

○ 定期的に換気をよく行いましょう。 

外出から帰ったら、必ず、手洗い、うがいをしましょう。 

人にせきやくしゃみをかけない「せきエチケット」を身につけましょう。

市民の皆様へのお願い 

ワクチン接種を受けましょう。 

その他のポイント～空気環境も大切に～ 


